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な
が
お
か
き
ょ
う

京
都
。長
岡
京

跡

所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
森
本
町
高
田

調
査
期
間
　
　
左
京
第
五
〇

一
次
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）

一
〇
月

～

一

一
月

発
掘
機
関
　
　
⑪
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
山
口
　
均

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
～
中
世

（長
岡
京
期

〈七
八
四
年
～
七
九
四
年
〉

が
主
体
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
長
岡
京
跡
左
京

一
条
三
坊
四
町

。
一
条
大
路
に

あ
た
り
、
標
高

一
四

・
六
～

一

四

・
八
ｍ
の
氾
濫
原
に
位
置
す

Ｚ
つ
。

Ｄ

　

調

査

の

結

果

、

縄

文

時

代

か

立
ロ肺
ら
中
世
に
いた
る
遺
構
を
検
出

潮
し
た
。
長
岡
京
期
のも
の
に
は
、

ぐ
　
一条
大
路
北
側
溝
、
柵
一条
、

掘
立
柱
建
物
二
棟
が
あ
る
。

一
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
〇

一
〇
三
は
、
幅
約

一
・
三
ｍ
深
さ
約
○

。
二
ｍ

で
、
遺
物
は
土
器
類
が
少
な
い
の
に
対
し
、
削
暦
や
植
物
残
津
が
多
く
出
上
し

た
。
調
査
地
西
側
の
左
京
第
四
四
〇
次
調
査
成
果
に
み
る
厨
房
施
設
と
の
関
連

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
土
し
た
遺
物
の
な
か
に
は
漆
の
付
着
し
た
須
恵
器

杯
や
樺
皮

（桜
の
樹
皮
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
工
房
的
様
相
が
窺
わ
れ
る
。

木
簡
は
、　
一
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
〇

一
〇
三
埋
土
の
洗
浄
に
よ
り
、　
一
人

点

で
つ
ち
削
暦
一
七
占
一
が
採
集
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
釈
読
で
き
な
い
。
こ
こ

で
は
文
字
数
の
わ
か
る
二
点
を
紹
介
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

□

②

　

□
□
□

９
　
関
係
文
献

向
日
市
教
育
委
員
会

・
⑪
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『長
岡
京
跡
ほ

か
』
（向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
六
人
、
二
〇
〇
五
年
）

（山
口
　
均
、
釈
文
　
佐
藤
直
子
）

奮

υ

×
含
）
×
Ю
　
ｏ
∞
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｐ


